


























































































































































敗戦時学長だった本間喜一は、 1946年 3 月に
帰国後、引き揚げ学生を収容する新大学の設立を
決意し、旧東亜同文書院大学教職員 12名の協力
を得て奔走する。その結果、同年 1 1 月に愛知大
学が誕生したのである。本聞は愛知大学でも第 2




















まず、表 1 －表 3 の各項目を年代ごとにみると、






ると、表 l は 1960年代をピークとするのに対し
て、表 2 は 1990年代を頂点として 1970年代より





















追回想類 研究類 伝記類 資料類 講演録 その他
1950年代 5 。 。 。
1960年代 22 4 1 2 。
1970年代 10 2 4 。 2 
1980年代 8 10 2 5 。 8 
1990年代 13 22 2 14 5 27 
2000年代 2 17 6 4 3 
表2 『図書中の論文J の年代別、テーマ別件数の変化
追回想、類 研究類 伝記類 復刻版 資料類 その他
1950年代 3 。 。 。 。
1960年代 2 。 5 。 。 5 
1970年代 7 2 。 。
1980年代 8 5 5 。
1990年代 9 15 3 3 。
2000年代 4 2 2 。 。
表 3 「出版物J の年代別、テーマ別件数の変化
追回想類 研究類 伝記類 復刻版 資料類 会史・校史
1950年代 。 。 。
1960年代 日 。 2 
1970年代 9 。 。
1980年代 5 2 。 3 
1990佳代 3 5 10 
2000年代 3 2 。


















6 ：表 l の「綿演録」にはシンポジウム報告記も含む。
7 ：「復刻版」は戦前に発行された東亜同文書院の出版物や、東亜同文持院院長経験者の伝記が該当する。
8 : r 目録』では、論文が「雑誌論文」と「図書中の論文』、図書が「図書中の論文J と「出版物」に重複して記
載されている場合があるが、表ではそれぞれ両方ともカウントした。
9 ：『目録』に記載されている図書・論文で、所在が確認できなかったものは表に合めていない。
刊号、 VOL. 2、 VOL. 3 （愛知大学東亜同文書院大





書院」（『週刊文春』 36 ( 14）、 1994年 4 月 7 日号）、
松山昭治（書院45期）「わが青春の東亜同文書院
80 












ぞれ中国研究雑誌である『中国21 』 15 、 18 （愛










































































































同文書院大学と愛知大学』 2 、 1994年）、「敗戦
前後の学長本間喜一の人と足跡」（『東亜同文書院
大学と愛知大学』 4 、 1996年）、中野圭介氏（当
時日本経済新聞記者）による「幻の学舎東亜同























4 つ目に、表 3 の「復刻版J も 1990年代に突
出していることが特徴的である。これは『華語翠
編』などの東亜同文書院で使用された中国語教科
































国研究の第一歩」（『歴史評論』 167、 1964年 7 月）、
竹内好「東亜同文会と東亜同文書院」（『中国』
21 、 1965年 8 月、後に竹内好『日本とアジア（竹
内好評論集第 3 巻）』筑摩書房、 1974年に再録）
を鳴矢とする。すでに 1963年に、当時の早稲田
大学教授・六角恒広氏が、霞山会発行の『東亜時
論』 5 (5) （「東亜関係諸団体考古記」（3）、 1963













































































































































































98、 1993年 2 月）、「東亜同文書院の中国研究
書院生の中国調査旅行を中心に」（『中国研究月報』
52 ( 10）、 1998年 10月）、「東亜同文書院の中国調
査旅行と書院生の描いた中国像」（『季刊地理学』
50 (4）、 1998年 12 月）、「1920年代の中国におけ
る近代化の諸事象にみられる地域像東亜同文書




要』 120、 2003年 3 月）、「二O世紀前半期におけ
る旧「満州」地域の地域システムと地域像に関す
る研究（そのー） 漢人の満州流入を中心に」（『紀
要』 121 、 2003年 9 月）、「二O世紀前半期におけ
る旧「満州」地域の地域システムと地域像に関す
る研究（そのこ） 漢人の満州流入を中心に」（『紀



















期の地域像東亜同文書院の中国研究（その 1 ) J 











誌』 174、 1992年 1 月）、在輝「日清戦争前日本

















の教育史学』 45、 2002年 10月）、同「東亜同文書
院への佐賀県学生派遣 1900年代大倉邦彦入学
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